環境負荷低減を目的とした水力発電所の維持管理・開発に関する研究 by Kouchi, Yuichi
 氏     名 
授 与 し た 学 位 
専攻分野の名称 












































するために，その解析結果と水理実験および VOF 法による 3 次元解析結果を比較した．水深が比較的大きい条
件では，提案した平面 2 次元解析手法により水深平均流速および水位は概ね再現できた．一方，水深が小さい条
件では，取水口上流端部における水位の再現性に課題があることがあきらかとなった．そこで，再現性向上の方
向性を検討するために，1 次元数値解析および水理実験を実施し，水深積分モデルにおける圧力項，移流項およ
び運動量流出項を高精度化することで，上流端付近の水位の再現性が向上されることを示した．  
 論文審査結果の要旨 
 
本研究は，水力発電所の維持管理および開発に関する工学的な課題のうち，その解決によって
地域規模および地球規模の環境負荷低減に寄与することが期待される3つの課題を抽出し，それぞ
れの課題に関する現地観測，数値解析および水理実験を実施し，その解決に有用な現象の解明お
よび解析モデルの構築に取り組んだものである。 
主な研究成果としては，水力発電所ダム貯水池における流速・水質項目の現地観測を実施し，
貯水池側湾からの下層密度流により底部貧酸素層へ酸素供給が行われていることをあきらかにす
るなど，富栄養化などの水質問題の解決に有用な知見である貯水池内の流動現象の解明を行った。
また，流込み式水力発電所の土砂問題を取り上げ，出水時における下流域への土砂供給と発電電
力量の最大化を両立するため，水力発電所の上流域の土砂生産・輸送，発電所取水口への土砂流
入現象を再現する数値解析モデルを構築するとともに，この数値解析モデルを用いた実時間土砂
流入量予測モデルを提案し，実測値と比較してその妥当性を示した。さらに，温室効果ガス削減
のためにその開発が期待されている小水力発電において使用される底部取水型水路を対象として，
水路の最適設計に用いることができる実用的な数値解析手法を提案し，水理実験と比較すること
でその妥当性を示した。 
ダム貯水池の水質改善，発電所下流域への土砂供給といった発電所流域における地域規模の環
境負荷低減と既設発電所の電力量増加・発電所新規開発による温室効果ガスの削減といった地球
規模の環境負荷低減は現在重要な課題であり，本研究の成果は非常に意義のあるものと考えられ
る。 
 上記の事より，本研究は博士（環境学）を授与するのに値すると判断した。
